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 あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い

いたします。昨年は護持会会長に永井昭氏に就任いた

だき一年が無事経過しました。大きな事業もなく平穏に一年を過ごすことができました。日ごろ全久院の

護持の為に皆様にご協力をいただき心から感謝申し上げます。 

 皆様にもご心配おかけしています副住職の部屋ですが、

何とか市役所と交渉が進み、水路を買い取る事務手続き

の段階まで進めることができました。今年中には水路を買

い取り、工事が完成すると思います。 

本堂の耐震化工事ですが、副住職の部屋の工事が終

わり次第、計画を練り始め、総代会にて原案を立案したい

と考えています。まだ数年先のことと考えていますが、少し

ずつ案を練っていきたいと考えています。 

それから昨年末曹洞宗長野県第二宗務所の所長選挙

があり、多くのご寺院様より推薦をいただき、１１月２０日の

選挙により過半数の得票をいただき、当選し、曹洞宗長野

県第二宗務所所長の職に就くこととなりました。 

第二宗務所というのは長野県の中南信地区の統括をする事務所で、私し所長を含め８人の役職員で

構成されます。先代の父もこの職を務め、私も書記という立場で務めました。この職を務めますと、曹洞宗

の行政的な面を学ぶことになりますので、副住職にとっても将来、必ず役

立つ様々な経験をすると思います。 

皆様にお詫びしなくてはならないのは、１２月２１日に所長及び７人の

役職員の承認を受けなくてはならず、様々な手続きや人選に忙殺され、

「全久院報 ３７号」の執筆が間に合わず、連絡事項が大半の号となって

しまいました。次号からはまた元に戻しますのでご容赦ください。 

本年も檀信徒の皆様のご協力をいただきながら全久院の事業を

進めていきたいと存じます。本年もよろしくお願いいたします。 

  

坐禅会 ・・ 「剛経軽賎（ごうきょうけいせん）」 ・・ 

座禅会では「従容録」を勉強しています。現在は第５８則まで勉強を進め

てきました。この則は「因果」について学びました。「一切有為（いっさいうい）の法は夢幻泡影

（むげんほうよう）の如く露の如く雷の如し。まさにかくの如く観ずべし」という金剛経の一説

が出てきます。私たちの身の回りの出来事や、それを支配するすべての法則は夢や幻影や泡や影

のようなものである。このように物事を見ることができれば、苦しみから解き放されます、とい

う意味です。「かくの如く」とは、今辛く苦しい立場に落とされても、今辛い思いをすることで、

因果の罪が消えて、苦しみから解放されると思って、喜びなさい。このように物事を見ることが

できるようになりなさいという意味です。 
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 「八風吹けども動ぜず」という言葉があります。八風とは利（利にかなう）、衰（意に反する）

毀（かげでそしる）誉（かげでほめる）称（面前でほめる）譏（面前でそしる）苦（心身を悩ま

す）楽（心身を喜ばす）、のことです。自分の周りにいつも吹き荒れる他人の毀誉褒貶です。心無

い人の八風にがたがたせず、心の眼の開いた人の眼をおそれ、自分を慎んで生きてゆくことを心

掛けることが大切です。 

 青山俊董先生は良いことをすれば良い結果、悪いことをすれば悪い結果が出るとうい因果の道

理について、「それに随順しつつも、それを越え、むしろ積極的に、それゆえに与えられた世界、

展開した世界を、人生の景色として楽しんでゆくことができれば、苦しみもかえって豊かな人生

とすることができる」と説かれています。 

 私たちの周りに吹き荒れる八風も豊かな景色として楽しんでゆけたら素晴らしいですね。まず

は八風に負けないおのれへの厳しさを身に着けたいものですね。 

 

観音講  観音講は十月小旅行をしています。今

年も奈川村の蕎麦を堪能しました。１０月１７日

観音講・ご詠歌の会・歌の会・リラの会の皆さん

とお迎えのバスに乗って奈川村に向かいました。

今年は大変紅葉がきれいで、鮮やかな紅葉に目が

癒されました。奈川村は自前の蕎麦粉や、とおじ

蕎麦で有名です。今年はキノコが豊作で、とおじ

蕎麦にたくさんのマツタケが入っており感動しま

した。日ごろ付き合いのない会の合同の小旅行で

したが、蕎麦をほお張りながらワイワイと交流も進みました。「こんなに沢山のマツタケ、本当に

初めて頂戴しました」と皆さん口々に話していました。ゆったりと秋の一日を過ごすことができ

ました。 

 

ご詠歌の会 右の写真はご詠歌の県大会の模様で

す。２年に一度、長野市で、次の２年に松本市で開

催します。東北信の宗務所と、中南信の宗務所が合

同で開催します。昨年は松本市のキッセイホールで

行われ、全久院のご詠歌の会より轟さん（写真の左

端）が台上に上られました。私も大会実行委員長と

して開式の辞を述べました。ご詠歌の良さを何とか

皆様にもお伝えしたいと思います。今年は法事の時お唱えする機会を増やそうと思います。参加

されている方は「心が癒されます」と話されます。そんなお唱えを法事の席でと考えています。 

 

表千家同門会長野県支部創立６０周年記念大会 

 先代の父が創立に大きく貢献した長野県支部は昭

和３３年に発会しました。当時の家元（即中斎家元宗匠）は全久院の茶席

開きにも足をお運びいただく程、父も信奉された方で、家元宗匠のご助力

をいただきながら発会し、６０年になります。父はその後長野県支部の事



務長となり長年活躍し、定年を迎え私に事務長を引継が

せました。わたしも３０年ほど事務長を務めさせていた

だいていますが、発会６０周年を迎えこの度の記念大会

を、松本市のホテルブエナビスタで昨年９月１日に開催

しました。 

 右の写真は「熊倉功夫」先生の公演の模様です。熊倉

先生は茶道会では第一人者の先生で、茶道の歴史、人物、

哲学に通じた方で、松平不昧候を通して茶道の神髄をお

話しいただきました。松平不昧は 18 才で出雲藩主となり、殖産興業で藩政を立て直した名君でし

た。また茶道の道にも長けた方で、茶道に対する鋭い視点を持っていました。「今の茶の湯は何の

役にも立たぬものなり、悪しき事計りにて、

善き事はなし、茶の湯嫌ひの人こそ、正しき

御人にてあるべし、つらつら世間の茶を見る

に、後人の作為にして、基本を知らざる故に、

事理本意に違うこと多し」とは不昧公の言葉

です。 

 江戸時代初期時流に流され、利休の神髄を

忘れて茶道と称する習事に甘んじてしまった

茶人を批判したものです。どんなことでもそ

うですが、時代に流されず、八風に動ぜず、

本物を見極める自分を鍛えてゆくことが大切

と考えます。本当の華やかさを作り出す自分への厳しさを忘れてはなりませんね。 

 

掲示板  （皆様のご参加お待ちしています） 

下記の予定は変更される場合もありますので、参加の際は日時を寺に確認の上お越しください 

 

・・・ 檀信徒護持会新年総会 ・・・ 

１月１９日（土）４時より全久院で開催します。全久院の催しに参加していただいている方々

など、より多くの方に参加していただきたく企画しています。茶道部の皆さまの協力により、３

時４０分より茶室にて薄茶を差し上げます。お正月の新たまった飾りつけの中、日常とは少し違

った雰囲気を味わい、檀家の皆様にも堅苦しくなくお茶に触れていただこう思います。４時より

護持会総会となり、皆さまから頂戴している護持会費の会計報告など承認いただきます。４時３

０分より本堂にてお参り、その後座禅会の皆様と５分間座禅、４時５０分より懇親会。懇親会で

はご詠歌の皆さんと観音講の方によるご詠歌の奉詠を数曲お願いします。次に観音講や歌の会「花

かんざし」の皆さんにより唱歌を何曲か、みなさんにも歌詞を配り合唱していただこうと思いま

す。一年の初めを皆さま心豊かに過ごし、良い年であるよう祈念したいと思います。総代様のお

顔を覚えていただいたり、人柄に触れていただき、全久院のことをいろいろ語り合いたく思いま

す。皆様の参加お待ちしております。参加希望の方は１月１５日（火）までに電話でご連絡くだ

さい。 



・・・ 座禅会 ・・・ 

今年度の座禅会の予定は 

２月２３日（土）・３月１６日（土）・４月２０日（土）・５月１８日（土）・６月１５日（土）・

７月２７日（土）・９月１４日(土) 以上が上半期の日程です。毎回夕方４時集合４時４０分ま

で青山俊董師の市民タイムスのコラム「従容録」を住職が解説し、５時４５分頃まで座禅、６時

まで茶話会という予定で行います。座禅を経験していただきながら、混迷する現代、自分を見失

ってしまいそうな日々を、もう一度自分の時間を取り戻して、ものの見方や生き方をゆっくり考

えてみることが是非必要と思います。そんな時間に身をおいてみませんか。 

 

・・・ ご詠歌会 ・・・ 

２月２０日（水）・３月１３日（水）・４月３日(水)２時より・５月１５日（水）・６月１２日（水）・

７月１０日(水)・９月１１日(水) 

午前１０時半より１２時まで、白板 東昌寺住職 飯島恵道師にご指導いただきます。ご詠歌の

検定を受けたり、ご詠歌の全国大会や県大会、全久院のお盆法要、新年会、和合会の花祭りなど

に参加したりお楽しみもいろいろあります。上記の日に突然来ていただいても結構です。一緒に

いかがですか。なお参加費用１回２０００円をお願いいたします。 

 

・・・ 観音講 ・・・ 

毎月１７日１０時から１２時半まで行います。１０時から観音様にお勤め、１０時３０分からご

詠歌、１１時から大黒の指導で唱歌の合唱、１１時３０分より大黒手作りの野菜中心の食事とい

う日程です。現在１５人ほどの参加者があります。気寄りが良く６０代から８０代の方が元気に

集まって来ます。気楽な会ですのでぜひご参加ください。 

 

・・・ 歌の会「花かんざし」 ・・・ 

１月１６日（水）・２月６日（水）・２月２０日（水）・３月６日（水）・３月２０日（水）・４月

３日(水)・４月２４日（水）・５月１５日（水）・５月２９日（水）・６月５日（水）・６月１９日

（水）・７月３日（水)・７月３１日（水）・８月７日(水) 大黒の指導で、童謡・唱歌・流行歌・

名曲を練習します。期日は基本的には毎月の第１、第３水曜日です。発声練習の成果で高い声が

楽に出せるようになったと好評です。時間は１０時から１２時。会費は１回１０００円、途中１

０分ほどのティータイムがあります。ご希望の方は全久院まで連絡ください。上記の日程には変

更する場合もありますので、お越しの際にはあらかじめ電話等で確認ください。 

 

・・・ ホームページを開設しました ・・・ 

http://zenkyuin.or.jp/ 

全久院の催しに参加する若い方から、「全久院報を配っているようだけど、すぐ仏壇に上げられて

しまい見たことがない。若い人にはコンピューターのほうが身近だからホームページにしてくれ

ないか」との要望がありました。全久院報も全久院を知っていただけるようさまざまなコーナー

を作りました。それをそのままホームページように掲載することが出来るとのことで、コンピュ

ーター管理をしてくれている檀家の丸山耕一さんに依頼して開設していただきました。将来は皆

様と意見や情報を交換できる場に育てて行きたいと思います。ぜひ一度開いて見てください。  


